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Abstract The purpose of this study, is to build the information collection wireless network portion on 
Shirasu slope collapse alarm system. This system is to inform the collapse prediction of Shirasu slope 
to residents of the surrounding area. This time we were building a wireless network portion of this 
system. 
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1. は めに

日本でも に される 物である

しらす は の 60% の 16%
の に たって く している。しらすが

として げられる理由は するしらす

自 の である 1)。 の

は 2,500mm に し日本でも有 の 地

に し しらす は に を り

している。一方 1997 に した

地震 （M6.5）により は

としてしらす が し 物が 大な

を た。また 1993 には 地方を

った により しらす が し 119 もの

者が た。 の においても しらす

はい 生してもおかしくない自

であり お なりにできない といえる。

 本研究は しらす での を させ

るために 田が した しらす
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の中 となる

ー の を ったものである。 
 

2.  
 とは しらす に

された各 ン ーの値を Wi-Fi を し

Web ー に し それを することで し

らす の 測を い Web で するとと

もに されたしらす が しそ な は

それを に ー で知らせる（ が ）と

い である。さらに に さ

れた の模型上に ン ーと 動した

ン を することで の 地 が

一 で かるよ になるとい ものである。 
 本 は Wi-Fi を するため有 を

く がなく もほと かからない。

また場 も に ン ー が とな

る。 においても 的に Wi-Fi が

されれ はかからなくなる。 まり

で を ーできる。 ー においても

Web ー を することで い でも こ

でも でも しらす の を確認でき

また には ー の も となる

である。 
 現 の にお る の 応は

生 からの により動き すとい

を ないものである。本 が実現すれ

しらす に に を すことが

となる。また 地 が できるため

げ れた 1 での が な 者の

ー が となり 的 を 小 に える

ことができる。その え 度が増した に

される ー Web での の

は の自 にも 立 と えて

いる。 
 

3. ー の  
 実現のために 今回

が ったことは の 3 である。 
ン ー値を それを Web ー に

する ー 得 の 。 
られてきた ー を し Web ー に

するとともに ー の がある

は ー を する ー ー

の 。 
をい でも できる Web

の 。 
 
3.1 ー 得  
 では くの ン

ーを いることにより 度の い 測が

となる。しかし今回は ー

の を としているため 加速度 ン ー

の を する。 ある ン ーの中で加速度

ン ーを した理由は 加速度の変化により

の れを計 することができるからである。

の れを知ることは 測を 上で

な の一 である。 
 加速度 ン ーから得られた値を するため

の機器として は Raspberry Pi と れる

5,000 で できる の 小型 ン

ー を した。Raspberry Pi が の ン

ー と も なるのは GPIO （ General 
Purpose Input/Output）と れる ンがあり

ここに ン ーな を し により

できることである。また Wi-Fi に

しても の ン ー と 様 LAN 
USB ダ を り ることで に ン

ー に することができる。なお 現 は

まだ Wi-Fi が されていないため 今回は 

Wi-Fi ー を いて ン ー に

ー を った。加速度 ン ー

LAN USB ダ を Raspberry Pi に り

たものが 1 である。 
 Raspberry Piでの 理の は のとおりであ

る。加速度 ン ーから 1 おきに ー を 得

し 加速度に変化があったときに の れを

計 し 一 大学 Web ー POST
を 。それ以 では1日に1回 期 を 。

変化があった の することで を
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えることができ また 期 により に

動していることを確認できる。なお ー 理の

した は Python であり その ー

ー は 文 2) に している。 
 

 
1 ー 得 の ー  

 
3.2 ー ー  
 ー 得 から された ー は

一 大学 Web ー で する。 した

ー が 期 の場合は そのまま ー を

するが そ でない場合は ー を し

ー を する。本 であれ ー を

し 度が いときに ー するの

だが 今回は の中で ー が で

あることを確認したかったため 期 以 は

ー を するよ した。なお Web ー

の ン は PHP で い その ー

ー は 文 2) に している。 
 
3.3 Web  
 Web では ー ー

により された ー を によ

り することができる。また 度が ま

ったときに される ー の ー ン

の ー を こと

ができる。 
 した Web が 2 である。ここには

Google Map を して ン ーの位 を し

ている。現 は 1 にしか していないが

的に くなれ された ン ー位 が

Google Map 上に され 見たい ン ー位

を することで その場 の ー が

されるよ にする。 
 

 
2 Web  

 
 2 下 の ー を を すると

3 のよ な の れの が される。

この は Google が している Google 
Chart API を している。 が変位 横 が

日 となっており X Y Z の 3 方向の

ー が できる。 
 

 
3 得 ー の  

 
 2 中 の 速 先 ー の

ンから ー を るた

めの ー の およ ができる

（ 4 5）。ここで を ことで ー

ン に され 度が まったと

きに ー を ることができる。 
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4 ー  
 

 

5 ー  
 

4. 実験 
 した ー 得 （ 1）およ Web

ー の動 確認 実 に 一 大学 ー

C に した。 に し は

ー の （ ー ーパ

）を した（ 6）。 くのしらす

に ではあるが が確 できるとは

らないため今回は を した。

も っているため が なくても計

上 8.2 日も 。また このままの で する

と機器が に れてしま ため ー に

し した（ 7）。 
 27 1 24 日に し 現 まで に

している。 
 

 

6 と ー 得  
 

 
7 本学 ー C に  

 
5. まとめ

 本研究は しらす

の ー の を

った。Raspberry Piを し ン ー値の 得

Web ー が であることが確認

できた。また ー は Web で する

ことができ さらに ー を するこ

とで ー の も であることが確認で

きた。 
 今 は ン ーも 合せ 測 度

を向上させ しらす

の早期実 化を えている。本 の実現に

より による 的 が することは

違いない。 
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